
市 の 人 口 

52,782人 

男 	25,625人 

女 	27,157人 

世 帯 数 	14,389 

（昭和55年 2月1日現在）住民基本台帳から 

カルタ・ズグリ回し大会も 

にぎやかに雪まつり 
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市観光協会（斎藤昇会長）主催の「第10回五所川原

雪まつり」が2 月10, 11の両日、お祭り広場を主会場

に開かれました。 

初日は、お祭り広場で開会式のあと、市内子ども会

対抗の雪上カルタ大会とズグリ回し大会が行われ、合

わせて54チームが昔なつかしい冬の遊びに排戦してい

ました。 

一方、北斗グラウンドのタコ揚げ大会には、約110組

が参加、それぞれ自慢のタコを揚げ優劣を競っていま

したが、昨年に続いて板柳町小幡タコの会（田中恒雄

会長）が50枚と 260枚のジャンボダコを特別参加させ

大会を盛り上げていました。 

「写真=2月10日、お祭り広場で」 
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育てよ う 
わカまち 

を考えよう 

くーーう磐ーー 

例えば、市街化区域内（後述）の1O00m 未満の開発

行為、市街化調整区域内（後述）における農家など
を建てるための開発行為、公共施設のための開発
行為…等は、例外として許可がいりません。 

開発許可制度 

都市計画区域内で、開発行為（建築物を建てたり、 

特定の施設を建設するために土地を造成すること）を

行う場合、一定の例外を除き、都道府県知事（指定都

市の場合はその市長）の許可が必要です。 

なぜなら、無計画ー無制限な開発や市街化は、水準

の低い住宅を供給したり、自然を破壊したりする恐れ

があります。開発許可制度とは、そのような恐れをな

くし、みんなのまちを本当に住み良いまちに育てるた

め、いろいろな制限をもうけ許可する制度です。開発

行為の許可基準は、道路‘排水施設などが完備され、 

良好な市街地の環境を守る一定水準に達しているかど

うか。 

“かなり基準は厳しいのかナ” と思われるかも知れま

せんが、そんなに厳しくはないのです。都市の望まし

い成長を妨げないと判断されれば、許可が与えられま

す。 

~ 
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。
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で
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縦
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→宮 
ぐ町一～ 

二長橋字広野 
、 

新しい住居表示（新宮団地地区） 

“メ～ ／ 	今年実施を予定している新宮団地地区 

、／／、、 とは、長橋字橋元の一部、新宮字岡田の 

ノノ入、、 一部、中平井町の一部、幾世森の一部、 ‘一、、 一部、中平井町の一部、幾世森の一部、 

／ 	長橋字広野の一部です。（左図参照） 

幾 	 今回は、住居表示によつて住所、地番

装 1 （不動産）、本籍がどのように変るかを対 
" ’ 	上ヒしてみます。 

例、たとえば、長橋字橋元15番地 2 に住

所、地番（不動産）、本籍のある人の場合

王目‘住所 五所川原市大字長橋字橋元15 

在！番地 2 

地番 五所川原市大字長橋字橋元15 

住 
不動産） 

番地 2 

居 本籍 五所川原市大字長橋字橋元15 

誓、番地 2 

歪 I住所 五所川原市〇〇丁目〇番〇号 
大 I 	 L 町名」“衝区符号」L 住居符号」 

拍；く地番 五所川原市〇〇丁目15番地 2 
せ，I 不動竜〕 

後l本籍 五所川原市〇〇丁目15番地 2 

となります。住居表示実施後はいままで

使っていた住所の呼び方は使えなくなり

ノ ます0 個人、法人を問わず住所はすべて

住居表示実施後の新しい住所で呼ばれる

ことになります。 

ド
‘
ー
 

、
、
、
ノ

・
 

    

都市計画法施行10周年記念― 
より良いまちづくりをすすめるためには

あなたの協力も欠かせません 

   

    

  

で
の
）
 

B
 

な

日
者
 

ん
明
 

み
 

   

都市計画制限 

都市施設（後述）や市街地開発事業（後述）の

都市計画が決定されても、地方公共団体には財源

の制約などの事情があり、すぐに事業が始まるわ

けではありません。そこで、それまでの間、将来

の事業の妨げになるような行為がなされないよう、 

みんなの協力が必要となります。 

例えば計画決定後は、木造 2階建の建物なら建

ててもかまいませんが、鉄筋などの堅固な建物は

建てることができません。 
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急性灰白髄炎（ポリオ）の生ワクチン投与 

ロ対象幼児 

実施時期 対 	象 	乳 	幼 	児 回 数 備 	 考 

4 	月 

【イ）昭和 54年1月1日から同年1月 
31日までに生まれた乳幼児 

2 回目 
54年 5 月に1回目の
投与を受けた乳幼児 

同昭和54年 2 月1日から同年12月 
31日までに生まれた乳幼児 

1回目 

5 	月 

（イ）昭和 54年 2 月1日から同年12月 
31日までに生まれた乳幼児 

2 回目 

回昭和55年1月1 
31日までに生まれた乳幼児 

日から同年1月 1回目 
この対象乳幼児は、 
弱年 4 月に 2 回目の
投与を受けます 

ロご注意 ※上記以外の乳幼児で生後 3 カ月から48カ月（ 4 年） 

までに受けたことのない乳幼児も対象となります。 

（実施時期に生後48カ月を経過した乳幼児は除外し 

ますJ 
ロ料 金 不要です。 

ロお願い ⑨母子健康手帳は必ず持参して下さい。 

⑨当日の朝体温を計って下さい。 

Oお子さんの体質を良く知っている方がお連れ下さい。 

地区別日程 

地 区 名 1回 	目 2 回 目 ~実施場所 時 	 間 

五 小 学 区 4 月 7 日 5 月21日 市中央公民館 午後1 :00-2 :00 

三 好 地 区 4 月 7 日 5 月21日 三好診療所 午後1 】 30- 2:00 

松
松
 
島

島
 
団

地
 
地

区
  

4 月 8 日 5 月22日 市中央公民館 午後 1 】 00- 2:00 

長 橋 地 区 4 月 8 日 5 月23日 長橋診療所 午後1:00- 1:30 

中川、梅沢 
栄、毘沙門 
みどり町地区 

4 月11日 5 月28日 市中央公民館 午後 1:00- 2:00 

七 和 地 区 4 月14日 5 月29日 七和支所 午後 1 : 00- 1 : 30 

南飯
 
小
詰
 
学
地
 
区
区
 

 

4 月17日 5 月30日 市中央公民館 午後 1:00- 2 】 00 

※ 五小学区には、小曲地区も含まれます。 

国の「進学口ーン」のご案内 

国民金融公庫弘前支店では、今春高校、短大、大学などへ進学す 

る子弟の父兄のため、進学ローンの取り扱いを開始しています。合 

格前の予約申込ができるので、必要な方は早目に申込まれるよう。 

利用内容などは次のとおり。 

ロ融 資 額 1世帯あたり50万円以内 

口融資期間 進学する学校の修業年限以内（高校 3 年、大学 4 年） 

ロ利 息 年8. 2% 
ロ保証人 1人以上（保証基金を利用すれぱ不要） 

ロ返済方法 毎月元利均等返済（ボーナス時加算も可） 

ロ取扱期間 55年1月～55年 4 月 

口申 込者 進学予定者の父兄で、給与所得者は年収530万円以下 

事業所得者は年収380万円以下の方。 

ロお申込みは、国民金融公庫弘前支店のほか、銀行、相互銀行、信 

用金庫、信用組合、労働金庫、農漁協の窓口でも取り扱います。 

照会先 弘前市大町3- 1 -18 
国民金融公庫弘前支店 相談係 

(廿 (0172) 36 6303k) 

冬期農業大学を開催 

冬期農業大学講座を次の日程で開きます。多数ご参加ドさい。 

ロと き 3 月 4 日（火) 5日（水）の 2 日間 

ロところ 五所川原市広域新農業センター 

日 	時間 9 】 30-12 : 00 13 :00-15 :30 

3 月 4 日 
因 

野菜と山菜漬の漬け方 

栗 林 操 

りんご～今年の栽培の方向 
青森県りんご試験場 
栽培第一科長 玉田隆 

3 月 5 日 
困 

春野菜の作り方と転作作目にっいて 
青森県畑作園芸試験場園芸部 

野菜科長 工藤 洋一 

0交 通 津鉄利用～五所川原発 8 時53分 

毘沙門発 15時53分 

自家用利用～飯詰、毘沙門経由 

マイクロバス利用～市役所前発 9 : 00 
飯詰支所前 9:15 

〇昼 食 各自ご持参下さい。 



し
保
険
料
を

納
付
し
な
け
れ

ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

年
金

に
ま
だ
加

入
し

て
い
な

い
方
、

厚
生
年
金

や
共
済

組
合

等
を

途
中
で

や
め
、
そ
の

ま
ま

の
方
、
保
険
料
を
滞
納
し

た
ま

ま
の
方

は
、
今
年
の
六
月
ま
で

に
加
入
し
、

特
例
保

険
料

で
過
 

二
十
歳
か

ら
五
十
九
歳
ま
で
 

（
明
治
四
十
四
年

四
月
二
日
以

降
に
生

ま
れ
た
方

）
の
日
本
国

民
は
全
員

（
厚
生
年
金

や
共
済

組
合
等

の
年
金
制
度
に

加
入
し

て
い
る
方
、

軍
人
等
の
恩
給
、
 

公
務
扶
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受
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。
 

こ
の
特
例
で
、

さ
か

の
ぼ
っ

て
納
め
ら
れ
る
過

去
の
分
の
保

険
料

は
、
 
ー
カ
月
当
た
り
四

千

円
で
す
。
 

特
例

納
付
に

必
要
な
額
の

一
一

分
の
一
以
内
、
最
高

二
十
五

万
 

円
ま
で

貸
し

付
け

す
る

制
度
 

（
五
月
二
十
日

頃
ま
で

）
も
あ
り

ま
す
。
 

最
後
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
か

ら

該
当
す
る
方

は
、
今
す
ぐ
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
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三種混合（百日咳、ジフテリア、破傷風） 

の第2期ワクチン接種 

ロ対 象 昭和54年1月、 2月に第1期の接

種を完了した乳幼児。 

ロご注意 0母子健康手帳は、必ず持参して

下さい。 

〇当日の朝、体温を計って下さい。 

〇お子さんの体質を良く知ってい

る方がお連れ下さい。 

地区名 接種期日 場 	所 時 	間 

五小学区

松島地区

三好地区

松島団地

中川地区

毘沙門地区 

3 月27日困 市中央公民館 

午後零時 

45分 

2時 

30分 

地区名 接種期日 場 	所 時 	間 

南小学区

長橋地区

ヒ和地区

栄 地 区

梅沢地区

飯詰地区 

3月28 日固 市中央公民館 

午後零時 

45分 

2時 

30分 

乳幼児の健康診査 

市では、乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行い 

ます。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

ロ受 付時間 午後零時45分からI時30分まで。 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

現在病気で治療中か他の医療機関で健康診査を受けてい 

る乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6カ月児に限り歯科衛生指導を行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 	カ 月 児 
昭和54年 

11月生まれの乳児 
3 月12日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和54年 

8 月生まれの乳児 
3月19日 ク 

1歳 6 カ月児 
昭和53年 

9月生まれの幼児 
3月25日 ク 

鉄道の事故防止で 国鉄からお願い 

春の訪れとともに子供たちが線路で遊んだり、線路通行

や踏切事故の多発が懸念されます。 ドライバーの皆さん、 

家庭のお母さんたち皆んなで注意して頂き、次のことを守

り、鉄道事故を起さないようご協力下さい。 

1．線路を歩かない、歩かせない。 

2 ．子供達を線路付近で遊ばせない、遊んでいたら注意し

て下さい。 

3 ，列車に石などを投げさせない。 

4 ．踏切では必ず一時停止し、左右の安全を確かめてから

通行する。 

5 ．踏切でエンストや脱輪などで車が動けなくなったとき

は、すぐに次の処置をして列車を止める手配をする。 

＠非常ボタンのある踏切では、まん中の赤い色のボタンを

押す（信号が全部赤になり列車は止まりますJ 

⑥列車に向って布切れや電燈などを振って走って行く。 

＠列車を止める手配をしてから駅へ知らせて下さい。 

（弘前鉄道公安室） 
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

八
十

八
人
を

表
彰
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
も

う
納
め
ま
し
た
か
。
納
め
忘
れ

が
な
い
か
、
も
う

一
度
お
調
べ

下
さ
い
。
 

五
十
四
年
度
の
四
期
分

（最

終
分
）
は
、
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

も
し
、
期
限
ま
で
に
保
険
料

を
納
め
ま
せ
ん
と
、
障
害
年
金
、
 

母
子
年
金
、
遺
児
年
金
等
各
種

の
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
し
、
 

将
来
老
齢
年
金
も
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
 

そ
ん
な
と
き
、
あ
わ
て
て
保

険
料
を
納
め
て
も
間
に
合

い
ま

せ
ん
の
で
、
保
険
料
は
必
ず
期
 
 

限
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

農
業
者
年
金
受
給

者
の
皆
さ
ん
へ
 

今
年
も
農
業
者
年
金
受
給
現

況
届
を
提
出
し
て
も
ら
う
時
期

が
ま
い
り
ま
し
た
。
現
況
届
は
、
 

皆
さ
ん
が
引
き
続

い
て
年
金
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
か
の
確
認

を
受
け
る
た
め
に
、
毎
年
三
月

三
十

一
日
（
農
業
者
年
金
基
金

必
着
）
ま
で
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。
 

（市
農
業
委
員
会
）
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
（
村

上
純
一
会
頭
）
な
ど
共
催
の
「
第

二
五
回
優
良
商
工
従
業
員
表
彰

式
」
が
二
月
十
五
日
、
産
経
会

館
五
階
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

長

年
勤
続
者
、
特
別
功
労
者
合
わ

せ
八
十
八
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

今
年
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
一ニ

十
年
以
上
勤
続
者
六
人
、
二
十

年
以
上
十
三
人
、
十
年
以
上
一
一

十
九
人
、
五
年
以
上
三
十
六
人
、
 

特
別
功
労
者
四
人
で
す
。
 

表
彰
式
で
は
、
村
上
会
頭
か

ら

一
人

一
人
に
表
彰
状
と
記
念
 

津
軽
ダ

コ
の
伝
統
を

守
り
、
次
代
に
継
承
す

る
の
が
目
的
で
す
。
 

ロ
と
き
 
三
月
九
日
 

（日
）
午
後
一
時
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央

公
民
館
 

ロ
会
員
 
市
内
に
住

ん
で
い
る
方
な
ら
ど
な

た
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
。
 

指
導
講
習
会
（
冬
期
）
、
 

絵
・
タ

コ
コ
ン
ク
ー
ル
 

（
夏期
）
の
開
催
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
お
間
合
せ
先
 

市
教
育
委
員
会

・
保

健
体
育
課
（
廿
⑤
二
一

一
一
番
・
内線
二
五
〇
番
）
 
 

品
が
贈
ら
れ
た
あ
と
、
同
会
頭

が
あ
い
さ
つ
、
次
い
で
受
彰
者

を
代
表
し

て
木
村
秀
夫
さ
ん
 

（津
軽
鉄
道
）
が
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

ロ
三
＋
年
以
上
勤
続
者
 

桜
庭
三
千
郎
（
松
野
製
材
所
）
、
 

古
川
義
憲
、
工
藤
藤
次
郎
、
木

村
秀
夫

（以
上
津
軽
鉄
道
）
、斎

藤
秀
司
、
佐
藤
藤
夫

（
以
上
前

田
製
材
所
）
 

ロ
ニ
十
年
以
上
勤
続
者
 

田
中
正
雄
、
対
馬
ミ
ツ
エ
（以
 

L
松
野
製
材
所
）
、和
島
義
則
 

（
金正
堂
本
店
）
清
水
党
子
、
 

浜
田
れ
い
、
大
沢
昭
博
、
工
藤

長
蔵
（
以
上
鶴
又
薬
品
）
、藤
田

良
雄
（
松
久
）
、鳴
海
勇
作
、
山

内
陸
雄
（
以
上

一
戸
商
店
）
、山

田
武
（
東
北
ス
パ
ー
ク
薬
品
）
、
 

中
野
賢
次
（
五
所
川
原
商
事
）
 

ロ
対
象
者
 
両
親

の
ど
ち
ら

か
が
原
子
爆
弾
の
被
爆
者
で
あ

る
方
で
、
六
歳
以
上
の
方
。
（た

だ
し
、
被
爆
者
で
あ
る
方
を
除

く
。
）
  

ロ
実
施
期
間
 
三
月
一
日

ー
 

三
月
十
五
日
（
日
曜
日
を
除
く
。）
 
 

加
藤
正
行
（
神
建
材
店
）
 

ロ
特
別
功
労
者
 

山
崎
淳

一
、
今
旬
子
（
以
上
 

村
上
税
理
士
事
務
所
）
、佐
々
木
 

敏
子
、
石
岡
綾
子
（
以
上
丸
幸
 

商
事
）
 

（
敬
称
略
）
 

ロ
実
施
医
療
機
関
 

青
森
市
民
病
院
（
青
森
市
）
、
 

健
生
病
院

（
弘前
市
）
、八
戸
市

立
市
民
病
院
（
八
戸
市
）
 

詳
し
く
は
、
青
森
県
公
衆
衛

生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

「
い
つ
ま
で
も
長
生
き
を
」
 

市
内
岩
木
町
、
関
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自
動
車
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事

（
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）
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四
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、
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人
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る
み
園
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に七
福
神
の
ひ

と
つ
「
寿
老
人
」
の
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寄
り
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こ
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四
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で
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と
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関
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し
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お
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り
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に
披
露
し
て
い
ま
す
が
、
手

を
合
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せ
て
拝
む
お
年
寄
り
も

い
て
人
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を
集
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て
い
ま
す
。
 

も
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納
め
ま
し

た
か
 

五所川原タコの会発会式 

ー
長
寿
を
願
っ

て
神
像
を

贈
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車
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す
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西北中央病院の増改築について 

市の医療機関である敷島分院は、老朽化が甚しく防災上、医学上耐え得る限度を超え、早急 

に新築する必要にせまられておりますことは、市民各位におかれましても既にこ承知のことと 	’ 

思います。 

市といたしましては、このような状態を 1日でも早く解決するため、さらには市民の医療全般 

について、鋭意検討して参った結果、次のような整備計画の下に名実ともに近代医学の粋を集 

めた総合病院として建設することが市民各位のご要望に適うものと思う次第であります。 

つきましては、市当局の意のあるところをお汲み取りのうえ、その建設にご協力ご鞭捷下さ 

いますようお願いします。 

1．整備計画 

分院を本院に併置し、合せて次のような本院の整備拡充をはかる。 

(1） 整備計画の概要 

1） 精 神 科 病 院 	120床。本院の隣接地に独立病棟を新築。 

2〕 結核‘伝染病棟 	結核30床、伝染10床。 

3） 老 人 病 床 新 設 	50床。 

4｝ リ ハ ビ リ 施 設 	脳卒中、外傷患者の機能訓練。 

5） 外 来 の 拡 張 	脳外科、ペンクリニック、歯科外来の新設。小児科、眼科等外来の拡張。 

6） 医局・その他の改造 	医局、研修室、図書室、病歴室の増築。厨房、既設病棟、事務室等の改

造。 
a
 



“
篇ー
 

魁
語算
名
兼
轟
鵬
雄
舞
一
 

三
月
一
日
か
ら
市
役
所

（
病
院
を
除
く
。）
の

執
務
時
間
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、
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

ロ
期
間
 
三
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

ロ
月
曜
日
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金
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
 

市

の
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務
時

間
 

三
月
一
日
か
ら

変

更
 

分
ま
で

（
昼
の
休
憩
時
間
は
、
正
午
か
ら
 

午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
。）
 

ロ
土
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
零
時
十
五
分
 

ま
で
。
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7） 近代医療の導入 	ア・ガン治療の高度化のためのコバ晋ト照射装置の強化、シンチカメラ

の設置。 

超音波診断装置の新設。 

ICUS CCU系、CTの設置。 

2 ．併置理由 

(1） 医学的（精神病院のあり方）見地から 

○精神病院は、次の理由から市街地に立地する必要があります。 

1） 精神障害者にとっては、地域社会や家族とのつながりが特別に重視される。この関係は、病院が

便利な所に位置していれば比較的密接に保たれ、へんぴな所にいく程稀薄にならぎるを得ない。 

2） 今後の精神病院は、外来部門の比重が大きくなり、通院に便利な位置が要求されます。 

3） 治療が活発化する程都市的サービスを必要とする度合が大きくなります。 

0 精神病院は、次の理由から総合病院にとりこむ必要がある。 

1） 精神障害者にとって、早期発見、早期治療は最も重要であるが、精神障害者に対する偏見は、ま

だかなりみられ、半静申病院へ行くことは、患者や家族にとっても心理的にかなり抵抗を与えてい

ます。総合病院では、この点は緩和されます。 

2） 精神障害者の治療に、他科の医師や職員とのチームワークにより総括的な診療活動が可能となる。 

3） 精神障害者にとって、退院後の通院施設が重要であり、かつ地域とのつながりのある施設がより

効果的である点から、地域と密接なつながりをもっている総合病院での治療か望まれます。 

(2） 商業振興と病院との関連において 

一般的に商業振興を左右する要因としては、 

1） 都市の集積スケール 

2） 都市の交通情報拠点性の高抵 

3） 都市化の進展度 

が考えられ、病院は、この意味から商業振興上都市施設として、重要な位置を占めております。 

また、現在の病院が、商業地域の拡張上問題があるとの論議がありますが、当市の人ロ1人当り

売場面積は、本県 8市の中で最も広い面積を有しており、かつ将来的に大幅な都市拡大が予測でき

ない状況下にあって、安易に商業地域の拡大を云々することは時宣に適っていないと考えられます。 

(2） 財政的見地から 

当市の現在の財政状況からは、 2カ所の病院を運営すること及び本院の処分、新たな適地の価格等、 

財政負担上問題が多く、かつ大きいのが実情です0 

--―~~~~一、~~~――、~~ 

市税の滞納 

解消にご協力を 

度
納
税
通
知
書
を

ご
覧
下
さ
い
。
 

な
お
、
納
期
限

後
の
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税
に
は
督

促
手
数
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加

算
さ
れ
ま
す
か
ら
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税
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意
下
さ
い
。
 

（
市
収納
課
）
 

市
で
は
、
税
の

未
納
者
に
対
し
て

督
促
状
等
を
発
送

し
滞
納
整
理
に
務

め
て
い
ま
す
が
、
 

更
正
前
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金
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で

納
税
し
更
正
後
の

も
の
の
納
付
も
れ

も
見
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、

い
ま
一
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